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1.  はじめに 事業概要
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１．はじめに 事業概要

AI/IoTを活用し、自動車リサイクル現場の解体作業・部品管理等を効率化

事業成果事業成果

目標目標現場の課題現場の課題
• 自動化の遅れ（人手作業が多い）
• 作業の属人化（個人の知識・経験に頼っている）
• トレーサビリティ未管理（車の処理履歴が不明）

• AI/IoT技術により作業の効率化（10～30％低減）
• AI/IoT技術により作業の属人化解消
• デジタル技術を活用したトレサビ管理

・ 各車両の取り外し部品をAIで自動選定
・ スマホなどを用いた車両の入庫情報登録支援（CP読み取りなど）

解体方針作成システム1

・ デジタル技術を活用し、車の処理履歴を見える化 ：2023年度完了
・ 車両価値を部品および素材価格から自動算定トレサビ管理システム2

・ 部品の解体手順をデジタル化し､スマートデバイスで視覚的にガイド部品取り作業ガイドシステム3

2024年実施テーマ
実
施
テ
ー
マ

2024年2023年2022年

FS (調査事業)1

プロトタイプ開発・試験2

実証システム開発・試験3

FS Ph

プロト設計 プロト開発 試験・評価

社会実装に向けた
基盤を構築

設計・開発・検証
（アジャイル開発）

試験・評価

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

イメージ

• 10車種を対象に各テーマの実証システムを開発し、実証試験を実施
• 各システムの実証試験結果を分析・評価し、有効性ならびに事業化

に向けた課題を明確化
• 関係ステークホルダと事業化構想を立案

今後の見通し今後の見通し
• 関係ステークホルダ（部品流通システム等）とシステムを部分実装

（スモールスタート）する方針で協議中
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2.  2024年度 事業実施結果
2.1  工程表
2.2  結果概要
2.3  事業実施効果および得られた知見等
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2.1  工程表
2. 2024年度 事業実施結果

2024年度
計画/実績作業項目№ 3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

後前後前後前後前後前後前後前後前後前後前後前後前

提案時計画
基本方針設計1

実績

提案時計画ノウハウデータ
収集・作成2

実績

提案時計画システム構築
（アジャイル開発）

1stスプリント
3

実績

提案時計画システム構築
（アジャイル開発）

2ndスプリント
4

実績

提案時計画システム構築
（アジャイル開発）

3rdスプリント
5

実績

提案時計画システム構築
（アジャイル開発）

4thスプリント
6

実績

提案時計画評価・分析
報告書作成7

実績

各スプリント毎に実施内容
を決めて設計・開発・検証
を行い、これを4回繰り返す

設計・開発 検証

設計・開発 検証

設計・開発 検証

開発・検証
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2.2  結果概要 ：システム概要
2. 2024年度 事業実施結果

① 解体方針作成システム ･･･ 部品データ及び車両情報から解体方針（取り外し部品の選定）をAIが策定

入庫カルテ
現
状
（
一
例
）

• CPや車検証の情報を人が
読み取り、入庫カルテを作成

現場 事務所 現場

• 記入に手間がかかる
• 手書きによる転記ミスの発生

属人化作業

• カルテ情報をPCに入力
• 部品を選定し、作業指示

書を発行（非効率的）

スマホ or
タブレット

作業指示書（解体方針）を
現場へ持っていき、最終確認

実
証
シ
ス
テ
ム

作業指示書

CP

タブレット端末

• 車両情報
• CP情報
• ダメージ情報 等

• CP撮影し、自動読み取り（補正AI機能付き）
• 車両マスタを呼出して一部はプルダウン登録
• ダメージ情報 他の入力

PC/タブレット端末で解体方針を閲覧

車両情報入力
• CP情報（自動登録）
• 走行距離
• ダメージ 等

JARA/NGP部品
データ使用
• 売上データ
• 在庫数
• 検索数 等

CP

解体方針の自動作成
（取り外し部品の自動選定）

車両情報入力機能

部品選定AI機能
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2.2  結果概要 ：システム概要
2. 2024年度 事業実施結果

② 車両価格算定システム ･･･ 車両価値を部品および素材の過去の売上価格をもとに自動算定

営業担当者が仕入れ先に
車両の価格査定に出向く

事務所

営業担当だけでは車両の価格
査定が難しく、工場に問い合わ
せるなど手間がかかる

現
状
（
一
例
）

実
証
シ
ス
テ
ム

仕入れ先
（オークション会場・カーディーラー等）

工場側担当者
に電話等で相談

工場側担当者が部品や
素材の価格を調査し、回答

タブレットに車両情報を入力
↓

車両価値を自動で算定

仕入れ先
（オークション会場・カーディーラー等）

工場への問合せ不要

Max/Min
価格切替

画面イメージ

156

 車両の最大価値がわかる
 部品ごとおよび、部品区分

ごとの価値がわかる
 取り外し部品を選択して価

格算定すれば仕入価格の
目安となる

車両価格算定機能
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2.2  結果概要 ：システム概要
2. 2024年度 事業実施結果

③ 部品取り作業ガイドシステム ･･･ 部品位置・解体手順・使用工具などを視覚的かつ効果的にガイド

熟練作業員

• 解体手順の決定
• 部品位置の認識
• 使用工具の選定

属人化作業

熟練作業員による経験と知識による作業

作業指示書

作業指示書に示された部品
を取り外す

解体方針作成システムで選定した
取り外し部品リストを表示

解体手順、部品位置、使用工具を表示
一部素材情報や安全情報なども表示

タブレット端末

紙
出力

現
状
（
一
例
）

実
証
シ
ス
テ
ム

画面イメージ部品取り作業ガイド機能
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2.2  結果概要 ：システム概要
2. 2024年度 事業実施結果

クラウドサーバ
（AWS ※1）

処
理
工
程
（
例
）

入庫エリア 国内向け
部品解体
工程

部品取り作業
ガイドシステム
（CMS）

部品流通システム
（JARA and/or NGP）

タブレット

フロン回収・
エアバック
展開工程

ニブラ解体工程

解体方針作成システム

•取り外し部品の自動選定
（解体方針の作成）
•CP自動読み取りシステム
•車両情報の登録・管理

トレサビ管理システム

•トレサビ情報の取得・管理
•処理履歴の見える化
•車両仕入れ価格の自動
算定

トレサビ情報

• JARA/NGP売上・在
庫・問合せデータなど
•入庫車両情報
•解体した部品情報

CP撮影
画像

部品取り作業ガイド
システム

•解体する部品情報
•部品取りガイド情報

入庫情報

液抜き
工程

他社
システム

トレサビ情報 トレサビ情報 トレサビ情報トレサビ情報

DB

CMS ※2
• 入庫車両情報
• CP読み取り情報
• 車両外装状態
などを入力 タブレット等

：インターネットでのデータ授受（今回）

：インターネットでのデータ授受（将来構想）

：今回の開発対象

輸出向け
部品解体
工程

トレサビ情報解体する
部品情報

OCR
システム

部品データ（売上、全国の在庫数等）

 全体システム構想

※1  Amazon Web Services
※2  Contents Management System
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2.2  結果概要 ：開発方針
2. 2024年度 事業実施結果

今年度の開発方針今年度の開発方針PoCで見えた改善点PoCで見えた改善点

① 解体方針作成システム ・・・ 対象車種は2車種

• CP読み取り補正機能の対象拡大
PoCでは２項目のみ

• 部品選定AI機能の精度向上
選定部品数が多く、優先度に応じた絞り込みが必要

③ 部品取り作業ガイドシステム ・・・ 2車種10部品が対象

• 作業の細かい手順やコツが分かりにくい
• 操作方法や画面構成に関し、要望あり

画面切替方法の改良や目次、部品情報の追加など

② トレサビ管理システム
• 「処理履歴の見える化」機能は課題と方針が明らかに

なったため検証終了
• 輸出部品およびマテリアルの販売実績を活用した車両

価値の自動算定にニーズあり

 開発方針：PoCで見えた改善点とそれを解決するための開発方針は以下のとおり

共通事項：GUI ※1 のユーザビリティ向上

① 解体方針作成システム ・・・ 対象車種は10車種

• CP読み取り対象の拡大を図ると共に補正機能にAIを使用

• 部品選定AI機能の精度向上を図るべく、AIに使用する
部品データ項目を増やし、優先度に応じた絞り込みを図る

共通事項：CMS を使い、画面構成・操作性を向上

※1 Graphical User Interface

③ 部品取り作業ガイドシステム ・・・ 10車種5部品が対象

• 作業の細かい手順やコツ、部品情報などを表記
• 操作方法は直感的に分かりやすく、見たい箇所にアクセス

しやすい構成とした

② トレサビ管理システム ・・・ 対象車種は10車種

• 国内向け部品、輸出部品、マテリアルの販売実績を活用
した、車両価格算定システムを開発
→ 車両情報を入力すると車両価値を自動算定する

 目 的：PoCで見えた改善点を反映させ、精度および作業効率の向上を図り、社会実装向けシステムの基盤を構築
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2.2  結果概要 ：実施内容
2. 2024年度 事業実施結果

（１）CP読み取り対象車種の拡大
昨年度： ２車種 → 今年度： 10車種

（２）CP読み取り対象項目の拡大
昨年度： ２項目 → 今年度： ７項目（最大）

（入力の手間を削減）

（３）項目の識別にAIを活用
読み取った文字列がどの項目なのかをAIが識別

CP読み取り補正機能の機能向上

（１）AIに学習させるデータ種類の拡大
昨年度： １項目 → 今年度： ４項目程
全国版AI と 個社版AI を作成

（２）AI判定に用いるバイアス情報の拡大
昨年度： １項目 → 今年度： ３項目程

部品選定AI機能の機能向上

① 解体方針作成システム ：改良点 ・・・ プロトタイプシステムからの主な改良点は以下のとおり

車台番号
カラーNo.

認定型式
車台番号

エンジン型式
カラーNo.

等々

バイアス情報#

走行距離1

AI学習データ種類#

売上データ（全国）1

 昨年度使用データ

バイアス情報#

走行距離1

年式2

カラーNo.3

AI学習データ種類#

売上データ（全国/個社）1

在庫数（全国/個社）2

検索数_消費者が探した数3

回転率4

 今年度使用データ
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2.2  結果概要 ：実施内容
2. 2024年度 事業実施結果

① 解体方針作成システム ：入庫情報登録機能の仕組み

（１）タブレット/スマホで撮影したCP写真をアップロード （２）OCRソフトで読み取り

ホンダ技研工業株式会社
型式、DBA-GE7
車体番号、GE7-○○○○○○○
TF6A、3DO、-B549N –C-S

読み取り結果項目

DBA-GE7認定型式

GE7-○○○○○○○車台番号

なしエンジン型式

B549NカラーNo

-C-SトリムNo

なしトランス

なしアクスル

修正後読み取り結果項目

DBA-GE7DBA-GE7認定型式

GE7-○○○○○○○GE7-○○○○○○○車台番号

なしなしエンジン型式

B549MB549NカラーNo

-C-S-C-SトリムNo

なしなしトランス

なしなしアクスル

読み取り結果のイメージ

（３）AIが読み取り内容を項目毎に分類（４）マスターデータを参照して誤りを修正（例）

＜CP読み取りの原理＞
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2.2  結果概要 ：実施内容
2. 2024年度 事業実施結果

① 解体方針作成システム ：部品選定AI機能の概要

＜AIの学習データの詳細＞
• 学習内容 ： 今回対象車両の部品の 「売上数」、「在庫数」、「探し数/検索数」、「回転率」 および

部品に紐づく 「認定型式」、「年式」、「走行距離」、「カラーNo」
• データ取得月： 2024年10月下旬
• データ期間 ： データ抽出時点から過去2年分

全国版AIモデル
• JARA/NGPの全国の部品

データを学習
• 計150,000点程度の部品

データを事前に学習

個社版AIモデル
• JARA/NGPの事業者個社毎

の部品データを学習
• 学習データは計7,000点程度

の部品データを事前に学習

AIの取り外し部品予測

AIによる取り外し部品の予測
• 全国版、個社版2つのAI予測

を組み合わせる

＜AIモデル構成＞

全国の部品需要に関する
トレンドが反映される

事業者個社毎の部品生産（取り
外し）の特徴・方針が反映される

全国の需要トレンドと個社毎の
特徴・方針の両方が反映される
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2.2  結果概要 ：実施内容
2. 2024年度 事業実施結果

予測順位を表示

取り外す部品に
✓を入れる

取り外し部品を追加したい場合
は部品検索し、追加できる

部品情報を表示

① 解体方針作成システム ：画面例（部品選定AI 結果画面）
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2.2  結果概要 ：実施内容
2. 2024年度 事業実施結果

▼ 条件入力画面

a. 車両情報を入力の上、価格算定ボタンを押すと、
自社の過去の販売実績を基に車両の価格を算定

b. 車両価格は、Max/Min値で表示
c. 車両価格は、車両トータル金額、部品区分 ※ ごと

の合計金額、部品単位の価格を表示
d. 部品単位の価格では、中央値も表示

※ 外装部品、足回り部品、電装品など

▼ 算定結果画面

200,000円

150,000円

6,000円

4,000円

② 車両価格算定システム ：画面例
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2.2  結果概要 ：実施内容
2. 2024年度 事業実施結果

① 解体方針作成システム③ 部品取り作業ガイドシステム ：解体手順書作成の流れおよび注意事項

• リサイクラ3社に担当車両を
振り分け

• 主担当会社にて手順書作成

全社の意見を反映した上で
データ化（システム登録）

日立

手順書の作成 内容確認 各社の内容反映

副担当②主担当会社 副担当①

• 作業の標準化のため、汎用
性の高い解体手順を作成

• 分かりにくい箇所や気付き事項の追記・修正、および
写真の追加

• 解体方法が異なる場合はその方法を追記

① 初心者に分かり易い手順（工程）か？
② 説明文や写真は適切か？
③ 作業方法は適切か？（安全上のリスクがある場合、その旨記載があるか？）
④ 特殊な工具が無くとも作業可能か？
⑤ ワンポイントアドバイスが無いか？（力加減、引く方向等）

• 主担当会社が作成した手順書を見て、他の
２社が解体作業を実施（内容確認）

• 確認の結果、問題があれば修正箇所を連絡

確認ポイント
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2.2  結果概要 ：実施内容
2. 2024年度 事業実施結果

部品の取付位置及び
素材情報などを表示

部品写真を表示

工具一覧を表示

解体大工程を表示

クリックすると詳細工程
画面に切り替わる

③ 部品取り作業ガイドシステム ：画面例
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2.2  結果概要 ：実証試験計画
2. 2024年度 事業実施結果

試験方法検証内容

-1. 従来方法とシステムを使用した場合の作業時間を計測し、
比較

-2. CP読み取り機能を使った読み取り結果から正解率を算出
-3.  AIの選定部品と担当者の選定部品とを比較し、再現率などを

算出
-4.  AIによる選定時間と担当者による選定時間を計測し、比較
-5.  担当者が選ばずにAIが選んだ部品の中で価値が認められる

部品数・価格の検証

 入庫情報登録機能
-1.  作業の効率化検証
-2.  CP読み取り機能の識別精度検証

 部品選定AI機能
-3.  部品選定AI機能の選定精度検証
-4.  作業の効率化検証
-5.  付加価値創出効果の検証

① 解体方針作成
システム

-1. 担当者による従来方法での車両算定価格が、システムによる
算定価格のMAX/MIN値に収まっているか等を検証

-2. 従来の方法とシステム利用での作業低減効果をヒアリングに
より定性評価

-1.  車両価格算定機能の妥当性検証
-2.  効率化の定性評価② 車両価格算定

システム

-1.  熟練者と非熟練者A（ガイドシステム使用）および非熟練者B
（ガイドシステム不使用）の解体作業時間を計測し、比較
その際、非熟練者は同じ車両で解体作業を３回実施。

-2.  ガイドシステムを使うことで、非熟練者は熟練者に教えてもらう
回数が大きく削減できるか、また一人作業で安全面に問題が
生じなかったかを検証

-1.  部品取り作業ガイドシステムによる
作業時間低減効果の検証

-2.  部品取り作業ガイドシステムの有効
性検証 ・・・安全に一人で作業できたか

③ 部品取り作業
ガイドシステム

 システム作成完了後、テーマ①～③各システムの実証試験を以下のとおり実施

 実施場所 ： 鈴木商会（北海道）、ライズコーポレーション（北海道）、エコアール（栃木県）
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2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

① 解体方針作成システム ：入庫情報登録機能

-1.  入庫情報登録作業※ の効率化検証結果

効果システム利用従来方法

32秒の短縮 /台
（24％低減）

1分41秒 /台2分13秒 /台作業時間
（10台平均）

• CPの読み取り対象項目が多い車
ほど時間短縮効果がある

• 入庫情報登録後、事務所に戻ら
ずともその場で部品選定が可能と
なる（部品選定AIを使えば）

• 現場で入庫登録を完了できる
• 記入内容の多くはマスタ利用に

よりプルダウンで選択できるため、
記入ミスが低減される

• CPの読み取り間違いがあると修正
に手間がかかるが、それでも今回は
全ての車両で従来方法より早い
結果となった

• 用紙に記録する際、
記入ミスがあった

• 乱筆により後から読み
取れないことがあった

定性評価

・・・ 7車種10台で時間計測

開発システムの導入によって置き換わる作業内容のみを抽出して、従来方法とシステム利用での作業時間を計測

 従来方法 ： CPおよび走行距離を目視で読み取り、用紙に記録する時間 ＋ その情報を既成システムに端末登録する時間

 システム利用： CPおよび走行距離をシステム（タブレット）で登録する時間（CP読み取りはカメラ撮影による自動読み取り）

※ 主な入庫登録作業内容
• CP読み取り
• 走行距離確認、年式確認
• エンジン、電装品の作動確認
• 車両状態（傷、錆びなど）の確認

時間計測
作業
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2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

① 解体方針作成システム ：入庫情報登録機能

内容項目

9車種（計27台）

対象車種

• 学習したCP写真枚数：計654枚
• 車両情報マスタを作成の上、読み取りを実施

事前学習

• iPad 7G（タブレット）
• iPhone13（スマホ）

撮影媒体

• 正面から近距離、且つ明るい環境で撮影
• 汚れは拭き取って撮影

撮影条件

• 各車両につき、6枚撮影
（スマホ3枚、タブレット3枚）

• 6枚×27台 = 計162枚
撮影枚数

-2.  CP読み取り機能の識別精度検証

レガシィフィットプリウス
EKワゴンフリードエスティマ
ワゴンRノートノア/ヴォクシー

＜検証条件＞ ＜検証例＞ 対象項目数:7

判定最終Output正解項目

×読み取り結果なしDAA-ZVW30認定型式

×ACR55W-xxxZVW30-xxxxxxx車台番号

〇2ZR-FXE2ZR-FXEエンジン型式

×読み取り結果なし1G3カラーNo

×読み取り結果なしFC60トリムNo

〇P410P410トランス

〇-01A-01Aアクスル

上記CP写真の場合 : CP全体の正解率 43%（3/7）
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2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

① 解体方針作成システム ：入庫情報登録機能

平均アクセル
No.

トランス
No.トリムNo.カラーNo.エンジン

型式車台番号認定型式撮影媒体CP項目

82.2%83.3%88.9%72.0%91.4%90.0%70.4%74.1%iPad 7G
正解率

79.1%87.5%85.2%72.0%86.4%91.7%58.0%71.6%iPhone13

平均の正解率AIの学習データCP項目

90.9%100枚以上

正解率 85.0%50～99枚

71.2%50枚未満

＜AIの学習データ量による平均の正解率＞

-2.  CP読み取り機能の識別精度検証

＜9車種・27台 での平均正解率＞

AIの学習データ平均の正解率認定型式車種

127枚100.0%GE6フィット2駆

60枚85.1%ACR50エスティマ

32枚68.8%GE7フィット4駆

＜車両毎（一部）の正解率＞

＜目標正解率＞ 90％ ・・・ リサイクラへのヒアリングにより決定

＜考察＞
• 目標正解率には達しなかったが、リサイクラからは作業効率向上の点では80％あれば有効性は認められる、

との評価がある一方、車台番号の正解率向上が必要との意見があった
• メーカ、車種（CPの様式の差異）、学習枚数により正解率に差異が生じる
• 項目ごとの行間が近接していると正解率が低下する

例. プリウスの型式：ZVW を 7VW と読み取り
• 車台番号は個別（一意）の番号であるため、車両情報マスタの効果が限定的
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① 解体方針作成システム ：部品選定AI機能

2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

人の選定

取らない：275取る：25

FP(偽陽性)
10

TP(真陽性)
20

取る
30AIの選定

（予測） TN(真陰性)
265

FN(偽陰)
5

取らない
270

例：ある車両における全部品数（300部品）

AIが「取る」判定した部品数
（30部品）

人の「取る」判定した部品数
（25部品）

（1）正解率：全部品数のうち、人の「取る」「取らない」の判断をAIが正しく予測できた割合
計算式：（TP＋TN）/（TP＋TN＋FP＋FN） 例：（20+265）/（20+265+10+5）=95.0% ：値が高いほど、人と同じ予測

（2）適合率：AIが「取る」と予測した部品のうち、実際に人が「取る」と判断した割合
計算式：TP/(TP＋FP) 例：20/(20+10)=66.7% ：値が高いほど、誤予測が少ない

（3）再現率：実際に人が「取る」と判断した部品のうち、AIが「取る」と予測した割合
計算式：TP/(TP+FN) 例：20/(20+5)=80.0% ：値が高いほど、取りこぼしのない予測

（4）F１値 ：適合率と再現率の調和平均（バランスの指標）
計算式：(2×適合率×再現率)/(適合率+再現率) 例：(2×66.7×80.0)/(66.7+80.0)=72.7%

TP
人・AI両方
「取る」
20部品

FN
人 「取る」
AI 「取らない」

5部品

FP
人 「取らない」
AI 「取る」

10部品

TN
人 ・AI両方
「取らない」
265部品

今回重視する指標

-3.  部品選定AI機能の選定精度評価指標と計算式
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① 解体方針作成システム ：部品選定AI機能

2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

-4.  部品選定AI機能の選定精度検証

台数F1値再現率適合率正解率リサイクラ

955.4%61.6%49.2%93.3%Ａ社

1053.8%81.8%40.6%94.9%Ｂ社

973.5%87.1%67.1%97.3%Ｃ社

-60.9%77.6%53.1%95.1%平均

 車種別の結果（車種一部抜粋）
全国版学習
データ概数台数F1値再現率適合率正解率車種

3千以上672.9%92.9%60.5%95.8%プリウス

1万程度275.3%100.0%60.4%97.6%フィット2駆
5千～1万程度356.5%80.0%44.4%95.5%EKワゴン

3千前後457.9%72.5%50.1%93.8%エスティマ

千以下235.6%54.2%27.0%95.6%レガシー

 リサイクラ別の結果

F１値 ＝ 適合率と再現率の調和平均
（バランスの指標）

注記. 部品ダメージが判断に影響を及ぼすものは
母数から除外

担当者と同じ予測をした部品数
正解率 ＝

全ての部品数

AIが「取る」と予測した部品数
再現率 ＝

最終的に「取る」と判定した部品数

最終的に「取る」と判定した部品数
適合率 ＝

AIが「取る」と予測した総部品数

対象10車種・計28台について、AIと担当者による部品選定結果を比較し、再現率などを検証
＜目標再現率＞ 80％ ・・・ リサイクラへのヒアリングによる

全国版AI モデルと個社版AIモデル
の結果を組み合わせたもので評価

61.6%

81.8%
87.1%

77.6%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

100.0%

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 平均

リサイクラ別の再現率

▼ 目標再現率
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① 解体方針作成システム ：部品選定AI機能

2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

-4.  部品選定AI機能の選定精度検証

-5.  部品選定作業の効率化検証結果

効果システム利用従来方法

12分の短縮 /台
（86％低減）

2分/台
（AI選定時間 平均40秒）

14分/台作業時間

• 属人化解消
• 付加価値の創出

• 知識、ノウハウが不足していても
選定が可能となった

• 新たな気づきや選定漏れの抑
制効果が得られた

• 属人化作業となっており、担当
者不在の場合は選定作業が
滞っていた

• 担当者により選定部品にバラ
つきや固定化が生じていた

定性評価

-6.  付加価値創出効果の検証

＜考察＞
 再現率は３社平均で、77.6％と目標の80％に近づくことができ、リサイクラによっては高い再現率が得られた
 再現率を更に高めるためには以下の施策が有効と推察

• 車種によっては部品データ数（売上数）が少なく（全国：5,000以下）、学習効果が得られにくかったため、データ数を増やす
• 受領した部品データからは個社の売上傾向を測るのに必要なデータが一部欠如していたため、新たにデータの蓄積を行う
• 試験日とデータ入手のタイミングに１ヶ月強のズレがあり、在庫数の差異から判断に誤差が生じたが、商用化では解消できる

･･･ 付加価値部品は、新たな気づき部品および担当者の選定漏れ部品を指す

平均付加価値金額/台付加価値部品合計金額付加価値部品数検証車両数

約 3,200円 /台90,000円（見込み額）15部品28台



© Hitachi, Ltd. 2025. All rights reserved.25 Confidential: For Hitachi employees and authorized NDA-bound audiences only

② 車両価格算定システム

2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

-1.  車両価格算定機能の妥当性検証結果

備考実際の
仕入れ金額

最大値 ※3中央値 ※2最小値 ※1
車両

利益率金額利益率金額利益率金額

仕入れは競った末の金額27x,xxx円12%31x,xxx円-16%23x,xxx円-24%22x,xxx円A

─14x,xxx円28%19x,xxx円27%19x,xxx円25%18x,xxx円B

─11x,xxx円19%14x,xxx円12%13x,xxx円9%13x,xxx円C

─11x,xxx円46%21x,xxx円21%14x,xxx円15%13x,xxx円D

─7x,xxx円63%21x,xxx円45%14x,xxx円41%13x,xxx円E

─6x,xxx円20%7x,xxx円15%7x,xxx円-1%6x,xxx円F

─13x,xxx円31％19x,xxx円17％15x,xxx円11％14x,xxx円平均

＜車両価格算定結果と実際の仕入れ金額との比較＞

車両価格算定の際は、仕入れ担当者が価格査定時に価値を考慮する部品のみを選択して価格を算定

＜考察＞
 本システムの算定価格は売上実績ベースなので、仕入れ金額を決める際には各社の利益率（粗利）を加味する必要がある
 車両によってバラつきはあるものの、最小値、最大値で 平均利益率 11～31％ の金額を算出しており、概ね良好
 仮に利益率を20％と想定した場合、中央値を参考にすると仕入れ額査定時の目安になると考えられる

※1 最小値は過去の部品売上価格で最小の価格を合算したもの
※2 中央値は車種毎・部品毎のデータ総数のうち中央に位置するもの
※3 最大値は過去の部品売上価格で最大の価格を合算したもの
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② 車両価格算定システム

2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

-2.  効率化の定性評価

 仕入れ担当者でなくても車両の仕入れ価格が算定できるので助かる

 車両の状態によって部品価値の増額・減額を算定する際に工場側に問い合わせをせずに済むので有効である

 工場には電話やメッセージアプリなどで問い合わせをするが、工場側が直ぐに対応できない場合があるので、時間削減
につながる

 部品ごとの売上価格がわかるので便利であるが、直近の売上価格動向が分かるとなお良い

 部品選定AI機能が本システムと連携できれば、部品価格の積み上げ時に参考となるので、更なる精度向上および
効率化が見込める

・・・ リサイクラ各社の仕入れ担当者へのヒアリングによる
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③ 部品取り作業ガイドシステム

2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

非熟練者Ａ

• 熟練者はシステムを使用しないで作業を１回実施

計
測
項
目

• 熟練者、非熟練者Ａ、Ｂの作業時間の比較
• 非熟練者作業１回目と３回目の作業時間短縮率
• １回目と３回目で時間短縮した部品数
• 非熟練者では作業不可能な部品数
• 非熟練者が熟練者に確認した回数

非熟練者Ｂ

＜検証条件＞
 熟練者および非熟練者の部品取り作業時間を計測し、比較検証を行う
 非熟練者はシステム有りとシステム無しの２名で、それぞれ部品取り作業を実施（３回/部品）。

その際の作業時間および熟練者への確認回数を計測してシステムの有用性を検証する。

熟練者

１回 ３回 ３回

＜検証内容＞

• 非熟練者Ａはシステムを使用して作業を３回実施
• 非熟練者Ｂはシステムを使用しないで作業を３回実施
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③ 部品取り作業ガイドシステム

2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

-1.  ガイドシステムによる作業時間低減効果の検証結果

エスティマプリウスフィットノート車種

無有無有無有無有システム使用

effedcba非熟練者の
レベル

4 部品4 部品5 部品5 部品5 部品5 部品5 部品5 部品対象部品数

0:39:281:02:272:08:003:00:180:33:151:01:052:50:473:21:52
１回目作業
合計時間

（h:mm:ss）

0:48:080:50:552:10:532:14:480:28:230:34:270:59:351:43:09
３回目作業
合計時間

（h:mm:ss）

-22%18%-2%25%15%44%65%49%時間短縮率

0/43/43/54/54/55/54/55/5時間短縮
部品数

＜

＞ ＞ ＞ ＞

＞ ＞ ＞

＞＞ ＞ ＞

＜
（ 経験差大 ）

【非熟練者のレベル】
a：新入社員（研修で一部解体作業有）
b：解体作業経験ほぼ無
c：解体作業経験ほぼ無

d：解体作業従事半年程度
e：解体作業経験ほぼ無
f ：解体作業経験ほぼ無
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③ 部品取り作業ガイドシステム

2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

-1.  ガイドシステムによる作業時間低減効果の検証結果

【非熟練者のレベル】
a：新入社員（研修で一部解体作業有）
b：解体作業経験ほぼ無
c：解体作業経験ほぼ無

d：解体作業従事半年程度
e：解体作業経験ほぼ無
f ：解体作業経験ほぼ無
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部品取り作業時間

非熟練者 1回目 非熟練者 3回目

ノート フィット プリウス エスティマ

熟練者１回目■

49％減

65％減

44％減 15％減

25％減
2％増

18％減
22％増

• 最初の内は、システム無しの方が有りより
も作業時間は短い

• 非熟練者では一部例外を除き、システム
有りの方が無しより時間短縮率は大きい

• システムを使用しても熟練者との差は大き
いが、システムを使用して学習することで
差は縮まる見込み

非熟練者A：システム有り
非熟練者B：システム無し
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③ 部品取り作業ガイドシステム

2.2  結果概要 ：実証試験結果
2. 2024年度 事業実施結果

【非熟練者のレベル】
a：新入社員（研修で一部解体作業有）
b：解体作業経験ほぼ無
c：解体作業経験ほぼ無

d：解体作業従事半年程度
e：解体作業経験ほぼ無
f ：解体作業経験ほぼ無

※ 5部品中2部品は熟練者とマンツーマン作業

エスティマプリウスノート車種

無有無有無有システム使用

effeba非熟練者の
レベル

4 部品4 部品5 部品5 部品5 部品5 部品対象部品数

002000作業不可
部品数

231821+α ※142317確認回数
合計

システムを使用すると、画面を注視する時間が増え、丁寧に作業をするようになることから作業時間は増える傾向にある。
一方、システムを使用しないと作業が全くできない部品があったが、システムを使用すると全て作業が可能であった。

 作業性

システムを使用すると、重量物等の落下リスクが低減したり、力任せの作業が減り、安全性の向上に寄与。 安全性

システムを使用すると、無駄なハーネスの切断やツメの破損リスクが減り、部品の品質向上に寄与。 品質向上

３回目の方が作業時間が短縮された部品数は、システムを使用しないと 58％（19部品中11部品）だったがシステムを使用
すると 89％（19部品中17部品）に向上。 答え（手順）を見ながら作業することで記憶への定着率が上がると考えられる。
また、熟練者に教えてもらう回数が減少するので、熟練者の作業効率向上にも寄与。

 学習効果

-2. ガイドシステムの有効性検証

＜ ＜ ＜
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2.3 事業実施効果および得られた知見等
2. 2024年度 事業実施結果

得られた知見等実施効果

• CP読み取り機能の識別正解率は CP写真の学習枚
数を増やすこと、また間違いの文字パターンを学習させ
ることで改善が期待できる

 入庫情報登録機能による作業時間低減効果：
1台あたり約 24％

 CP読み取り機能の識別正解率：約 82％

① 解体方針作成
システム

• 部品選定AI機能の再現率は学習する部品データ数
（売上数）が増えれば改善が期待できる

• 部品選定結果を蓄積し、フィードバックすることで再現
率の向上が期待できる

• 部品データをタイムリーに入手することで再現率の向上
が期待できる

 部品選定AI機能の再現率：約 78％
 部品選定AI機能による作業時間低減効果：

1台あたり約 86％
 部品選定AI機能による 付加価値創出効果：

約 3,200円/台

 システム全体での作業時間低減効果：1台あたり
約 77％（低減時間は、約 12分30秒/台）

• 車両価格算定と部品選定AI機能が連携すれば、更
なる精度向上および効率化が図れ、よりニーズが高まる
ことがわかった

 リサイクラの利益率を20％と想定し、中央値価格
を参考にすると仕入れ価格査定時の目安にできる
ことが確認できた

 工場への部品価格の問い合わせ時間を低減できる
見込み

② 車両価格算定
システム

• 丁寧に手順を読んで作業をすることから作業時間は増
える傾向にある。一方で、学習（記憶の定着）効果
は高く、回数をこなせば作業手順が身に付きやすい

• 昨年度の手順書より注意事項やコツなどを細かく記載
したが、まだわかりにくい箇所が多くあった。但し、細かく
手順を記載し過ぎると却って作業時間が掛かることも
わかった（読む量が増える）ため、バランスが肝要。

 非熟練者がシステムを使用すると、丁寧に手順を読
んで作業をすることから作業時間は増える結果とな
ったが、回数を重ねるごとに時間短縮が見込める

 非熟練者が熟練者に教えてもらう回数が減少
 安全性および部品の品質向上に寄与できる

③ 部品取り作業
ガイドシステム
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3.  現状の課題と想定される解決方法
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3.  現状の課題と想定される解決方法

解決方法（案）2025/2月時点の課題

• JARA/NGPと事業化連携案について協議中。
一部方針について合致している部分もあり、具体化に
向けて継続協議する。

 部品流通システムとのデータ連携方法
• 解体方針作成システムには部品流通システムとの

連携は不可欠。システムを提供しているJARA/NGP
と事業プランを含めた連携方法の策定が必要。

① 解体方針作成
システム

• 正解率とAIの学習数に因果関係を見いだせたので、
社会実装の際にはCP写真の入手協力先を増やし、
AIの学習数を増やすことで精度向上を図る。

• 読み間違えの事例を学習させることで精度向上を図る。

 CP読み取り機能の精度向上
• CP表記文字の識別正解率の更なる向上が求められ

る。特に車台番号の正解率の向上が課題。

• 再現率および適合率は学習する部品データ数を増やす
こと、また部品選定結果を蓄積し、フィードバックすること
で精度向上を図る。

• 部品データをタイムリーに入手することで精度向上を図る。

 部品選定AIの精度向上
• 再現率および適合率の更なる向上が求められる。

AI選定では部品の取りこぼしを極力少なくすると共に
必要以上に取り外し部品を選定しないことの両立が
求められる。

• 車両価格算定と部品選定AI機能を連携させることで、
より利便性が高まると共に、更なる精度向上・効率化
を図る。

 車両価格選定システムの機能性向上
• 仕入れ時に部品の価格を算定することはできるが、

どの部品を生産すべきか（価格転嫁させるか）は
人の判断になってしまう。

② 車両価格算定
システム

• 将来的には自動車メーカーや業界団体と連携して業界
標準の作業要領書を作成することが必要。

 部品取り作業要領書のDX・標準化
• 部品取り作業の手順・方法は解体事業者によって

異なることがあり、安全性や効率を加味した上で
標準化されることが求められる。

• 数多ある車のマニュアルを誰が作成するのかが課題。

③ 部品取り作業
ガイドシステム
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4.  事業化計画
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4.  事業化計画

 事業開発フェーズ案
• 本事業終了後、１年目は部品選定AIシステムを社会実装予定

（スモールスタート）・・・連携先と協議中
• ２年目以降、対象システムおよび対象顧客、対象車種を順次拡大

の予定

システム概要コンセプト年度フェーズ

10車種での実証実証システムの
開発・試験

2024
（今年度）

フェーズ
１

• 部品選定AI機能を既成の部品
流通システムに実装し、運用
（JARA/NGP等とシステム連携）

• 車種および事業者を限定しての
スモールスタートとする

商用向けシステムの
開発・運用
〈社会実装の第一段階〉

1年目～
2年目

フェーズ
２

車種および事業者を拡大して
本格運用

商用向けシステム
スケールアップ

2年目～
3年目

フェーズ
３

• 利用者をリサイクラだけでなく、
他のステークホルダ（OEMな
ど）にも展開

• 車両価格算定システム、部品
取り作業ガイドシステムの社会
実装を図る

事業領域の拡大
〈社会実装の第二段階〉

3年目
以降

フェーズ
４

部品選定AIサービス_日立

既成の部品流通システム
SERVICE

部品流通システム
+

・ 部品選定AI 
・ 部品取り作業ガイド

(デモ版)

ACTIVITY

• 拡販活動
• システム全体の運用・保守
• データ提供

SERVICE

• 部品選定AI 
• 部品取り作業ガイド

（デモ版）

ACTIVITY

• 提供システムの運用・保守
• 新機能開発
• データ提供

機能付加
サービス提供 サービス費用

i
データ
部品データ
受領

エンドユーザ（リサイクラ）
ACTIVITY

サービスを利用した
部品販売

USER
EXPERIENCE

• 利便性向上
• 満足度向上
• 売上貢献 ・ コスト削減

¥
従来の利用料金

＋
機能付加料金

¥
レベニュー
シェア

 事業モデル案

機能付加版
流通システム
サービス

• 部品選定AIシステムを既成の部品流通シス
テムにアドインし、クラウドサービス事業化
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5.  事業の評価
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5.  事業の評価

 採算性の評価

採算性を示す上で必要な収益の観点は次のとおり。
実証システムの開発・検証を実施した現時点での見込みを以下に示す。

A. 当社が提供するシステムのサービス料金
B. システム利用事業者のコスト低減額
C. システム利用事業者にもたらす付加価値

FY24 評価収益の観点および特記事項テーマ№

料金体系は、台数課金案、利用台数に応じた階段方式での
変動課金案などを検討中。料金設定は連携先と協議し、リサ
イクラにアンケートを実施した上で適正価格を決定する予定。

料金体系：A
解体方針作成
システム

①

約 63k¥/月の低減見込みコスト低減額 ※：100台/月 処理の場合B

新規部品提案、選定漏れ抑制による付加価値試算値：
約 320k¥/月（見込み）

付加価値：100台/月 処理の場合C

• 処理履歴の見える化機能はニーズ不足、コスト高により見送り
• 車両価格算定機能は将来､部品選定AI機能との連携を検討料金体系：本機能単体での提供は見送りAトレサビ管理

システム / 
車両価格算定
システム

②

ランニングコスト ＞ 労務コスト低減額（約16k¥/月のコスト増）コスト低減額：処理履歴の見える化B

工場への部品価格の問い合わせ時間低減（定量評価は困難）コスト低減額：車両価格算定機能B

未定：自動車OEMとの連携が実現できれば提供を推進する料金体系：将来的な導入を検討A部品取り作業
ガイドシステム

③

非熟練者の習熟時間短縮、および熟練者の非熟練者への指
導時間の短縮が見込まれる（定量評価は困難）コスト低減額：習熟時間の短縮B

部品の正しい外し方がわかるので、品質の向上が見込まれる付加価値：部品の品質向上C

※ 作業者の時間単価 3,000¥/h で試算

部品選定AIシステムについて
連携先と協議中
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5.  事業の評価

 有効性の評価

定量評価項目解体方針作成システム①

100台/月 処理の
場合、約 383k¥/月の
改善見込み

D,F部品選定AI機能：作業時間の低減、および新規生産部品の提案、部品選定漏れの抑制-1

E部品選定AI機能：担当者以外でも部品選定作業が可能となる（属人化解消）見込み-2

DCP読み取り機能：作業時間の低減-3

─F将来的な日本版ELV指令やDPP制定を見越して、部品・素材をメーカに還流する仕組みも検討-4

定量評価項目トレサビ管理システム②

16k¥/月 程のコスト増D処理履歴の見える化：一部の大規模事業者にニーズはあるが、コスト※は増加する見込み-1

─D,E,F車両仕入れ価格査定：車両の適正価値、最大価値の見える化、属人化解消、効率化-2

定量評価項目部品取り作業ガイドシステム③
時間短縮率はシステム
有 34％ ＞ 無 14％D,E非熟練作業者でも部品取り出し作業が可能となり、効率化・平準化が図れる-1

─F現在は生産していない希少金属を含む部品やマテリアルを取り出しできる見込み
また、部品の正しい外し方がわかるため無理な外し方をしないことで品質の向上が図れる-2

─F安全上の注意事項を表示することで安全性の向上が図れる-3

本事業で有効性を示せる項目は次のとおり。
実証システムの開発・検証を実施した現時点での見込みを以下に示す。

D. 作業の効率化
E . 属人化作業の解消（平準化）
F . 付加価値の提供

人手不足の解消

※ 作業者の時間単価 3,000¥/h で試算
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ご清聴ありがとうございました。




